
　

国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20
歳
に

な
っ
た
日
か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と

な
り
、
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
学
生
に
は
在
学
中
の
保
険
料
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
新
た
に
申
請
を
希
望
さ
れ

る
方
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
27
年
３
月
分
ま
で
申
請
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、
年
金
事
務
所
か
ら
本

年
度
分
の
申
請
に
つ
い
て
確
認
の
ハ
ガ
キ

が
届
き
ま
す
の
で
、
継
続
を
希
望
さ
れ
る

方
は
ハ
ガ
キ
を
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
場
所

　
保
険
年
金
課
ま
た
は
旧
支
所
の
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
、
草
津
年
金
事
務
所

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　
・�

在
学
期
間
が
確
認
で
き
る
書
類
（
学

生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
）

　
・
年
金
手
帳
（
あ
れ
ば
）

　
・
認
印

　
・�

雇
用
保
険
離
職
票
な
ど
（
社
会
人
か

ら
学
生
に
な
っ
た
方
の
み
）。

●�「
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」の
様
式
は
、

日
本
年
金
機
構（w

w
w
.nenkin.go.jp/

）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

■時　　間：�各講座とも　９時30分～11時30分（予定）　会場へは各自でお越しください。
■対　　象：18歳以上の通学可能な方�� � � ■定　　員：30人（応募者多数の場合は抽選）
■受 �講 � 料：5,000円（全15回分、別途教材費等が必要です。）� ■応募締切：5月22日（金）17時
■申込方法：�電話・FAX・Eメール・はがき（住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記）いずれかの方法で申込み。

　淡海生涯カレッジ甲賀校は、地域にある文化財や受け継がれてきた熟練の技を題材とした問題発見講
座から始め、県立学校での実習・体験を経て、大学での専門的な学習へと会場を移しながら、発展的に
学ぶ新しい形の連続講座です。講義だけでなく、見学や実習など魅力あふれる講座が続きます。この機
会に新しい自分づくりに挑戦してみませんか。多数のご応募をお待ちしています。
� ※「淡海生涯カレッジ」は甲賀市のほか、県内の４市でも開催されています。

回 期日 会場 テーマ
 問題発見講座
① � 6/13（土） 甲南図書交流館 開校式　～大人のためのおはなし会、記念講演～
② � 6/27（土） 滋賀県立陶芸の森 焼き物の魅力を知る　～著名な作品に触れながら信楽焼を学びます～
③ � 7/11（土） 飯道山（貴生川公民館） 飯道山が結ぶ地域の輪　～がんばる地域の様子を紹介します～
④ � 7/25（土） 油日神社・櫟野寺 歴史ある寺社と華麗な建築美　～甲賀の歴史・文化をお話しします～
 実習・体験講座
⑤ � 8/� 8（土） 県立信楽高等学校 焼き物づくりに挑戦　～我が家の自慢、陶製の「表札」を作ります～
⑥ � 8/29（土） 県立水口東高等学校 皮革工芸を楽しもう　～親しい人へ、オリジナルの小物づくり～
⑦ � 9/� 5（土） 県立三雲養護学校 障がい者理解を進めるために　～疑似体験プログラムから学ぶ～
⑧ � 9/12（土） 県立石部高等学校 和のおもてなし　～家庭で出来る季節の和菓子づくり～
 理論講座
⑨ 10/� 3（土）

立命館大学
びわこ・くさつキャンパス

超高齢社会の医療介護連携と生活支援サービス　
⑩ 10/10（土） 介護予防に向けた運動と栄養摂取（実技含む）
⑪ 10/17（土） 家庭で取り組む筋トレ（健康バンド運動）
⑫ 10/24（土） 農と地域の未来を開く「６次産業化」
⑬ 10/31（土） 消費動向を見すえた６次産業化の推進
⑭ 11/14（土） 着地型観光手法によるコミュニティ・まちづくり
⑮ 11/21（土） ひとのつながりを活かした地域づくり，閉校式

問
い
合
わ
せ

生活環境課　生活交通係
☎ 65‐0686／ ６3‐4582

問
い
合
わ
せ

障がい福祉課　自立支援係
☎ 65‐０７０２／ 63‐４０８５

淡海生涯カレッジ甲賀校開校

 平成27年6月13日～11月21日（全15回）

郷土の知恵と技に学ぶ
～新しい自分づくりとまちづくり～

主催：淡海生涯カレッジ甲賀校実行委員会

第１回第２回

第３回

第４回

第５回

第６回
第７回 第８回 第９〜１５回

受講生募集

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

甲賀市教育委員会事務局　社会教育課　〒520-3393　甲南町野田 810
☎86‐8021／ 86‐8380　 koka30104500@city.koka.lg.jp

修了証書

所定の回数を
受講された方に
は、修了証書が
交付されます。�
また、学んだこ

とを地域で活かしていた
だけるように応援します。

　市では、障害者等を対象に、日常生活がより円
滑に行なわれるための用具を給付しています。
　このほど給付品目が増え、また対象者の要件
等が変更となりました。概要は次のとおりです。

新
規

品目 対象者の要件
地デジ対応ラジオ 視覚障害 2級以上
視覚障害者用
音声血圧計

視覚障害２級以上で常時血
圧管理が必要だと認められ
る方（医師の意見書が必要）

聴覚障害者用
火災警報器

聴覚障害３級以上※

要
件
等
変
更

品目 対象者の要件
視覚障害者用ポー
タブルレコーダー
（再生専用機）

視覚障害者（児）で必要と
認められる方（原則学齢
児以上）

人工喉頭 音声言語機能障害を有す
る障害者等※

盲人用時計 視覚障害２級以上※
注）※�その他の要件があります。詳しくはお問い合わせく

ださい。

広野台団地内で
速度規制「ゾーン30」を実施
　市街地や住宅が密集する区域の交通事故を防ごう
と、水口町の広野台団地内で車の最高速度を時速３０
ｋｍに制限する「ゾーン３０」が指定されました。市
内では、甲南町耕心区内に続き、2例目の指定です。
　団地内で制限速度を
守ることはもちろん、
他の場所でもスピード
を抑え、安全運転を心
掛けてください。

　
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
利
用
者
の
安
全
を
図
る
た
め
、
適
応
指
導
教
室
水
口
教

室
と
信
楽
教
室
が
移
転
し
ま
す
。
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問い合わせ

発
達
支
援
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８
６‐８
４
２
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８
６‐８
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０

問い合わせ

草
津
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
７
７‐５
６
７‐２
２
２
０

甲
賀
市
役
所　
保
険
年
金
課

☎
６
５‐０
６
８
８
／

６
３‐４
６
１
８

平
成
２７
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の

�

学
生
納
付
特
例
申
請
の
受
付
開
始

障害者等日常生活用具給付事業の
給付品目が増えました

水
口
教
室　
新
所
在
地

水
口
町
貴
生
川
5
5
8
番
地

旧
貴
生
川
保
育
園
跡
地�

（
旧
所
在
地　
水
口
町
八
坂
1
番
4
号
）

信
楽
教
室　
新
所
在
地

信
楽
町
長
野
1
2
0
3
番
地

信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
3
階

（
旧
所
在
地　
信
楽
町
江
田
9
5
8
番
地
2
）

●�

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い�

社
会
を
目
指
し
て

　
４
月
２
日（
木
）は
国
連
が
定
め

る
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で

す
。
ま
た
、
自
閉
症
を
は
じ
め
と

す
る
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
が
暮

ら
し
や
す
い
社
会
に
な
る
こ
と
を

め
ざ
し
、
４
月
２
日（
木
）～
８
日

（
水
）は
「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

適
応
指
導
教
室
水
口
教
室
・
信
楽
教
室
が
移
転
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